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「
向
井
家
の
和
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
は
、
江
戸
の
人
気

作
家
の
作
品
が
集
ま
っ
て
い

に
せ
む
ら
さ
き

る
。
合
巻
「
偐

紫

田
舎
源

氏
」
（
柳
亭
種
彦
・
３８
編
１

６
０
巻
）
や
「
南
総
里
見
八

犬
伝
（
曲
亭
馬
琴
・
９８
巻
１

０
６
冊
）
な
ど
、
江
戸
か
ら

明
治
期
に
か

け
て
多
く
の

人
々
が
熱
中

し
た
、
戯
作

を
中
心
と
し

た

作

品

群

だ
。ぼ

う
大
な

収
集
量
の
み

な
ら
ず
、
初

き

こ
う

版
本
や
希
覯

本
を
含
む
質
の
高
さ
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
多
色
刷
り
で

趣
向
を
凝
ら
し

た
華
や
か
な
も

の
が
多
い
。
す

で
に
所
蔵
し
て

い
る
作
品
で
あ

っ
て
も
さ
ら
に

す

良
い
摺
り
の
も
の
を
見
つ
け

て
は
購
入
、
複
数
の
版
を
所

蔵
し
て
い
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
２
５

０
０
点
以
上
の
草
双
紙
（
江

戸
時
代
特
有
の
挿
絵
入
り
仮

名
書
き
小
説
）
、
５
０
０
点

近
い
読
本
（
歴
史
を
背
景
に

取
り
込
ん
だ
教
養
的
側
面
を

持
つ
伝
奇
小
説
）
を
中
心

こ
っ

け
い

は
な
し

ぼ
ん

に
、
滑
稽
本
、

咄

本
、
談

義
本
、
人
情
本
と
い
っ
た
戯

作
類
の
ほ
か
に
漢
詩
文
や
狂

詩
、
狂
文
、
考
証
随
筆
、
吉

原
関
係
、
歌
舞
伎
関
係
、
絵

本
な
ど
で
、
江
戸
の
文
化
を

彩
る
書
物
だ
。

１
９
１
６
年
東
京
生
ま
れ

の
向
井
さ
ん
は
４６
年
に
大
日

本
図
書
に
入
社
。
戯
作
の
収

集
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
よ
う
だ
。
９３
年
に
７７
歳
で

亡
く
な
る
ま
で
、
ど
ん
な
貴

重
な
本
で
も
惜
し
げ
な
く
研

究
者
に
貸
し
出
し
た
。

内
容
に
も
精
通
し
、
資
料

が
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
、

関
連
す
る
資
料
ま
で
懇
切
に

教
示
し
、
向
井
さ
ん
に
育
て

ら
れ
た
研
究
者
は
数
多
い
。

し
か
し
本
人
は
「
私
は
学
者

で
は
な
い
か
ら
」
と
研
究
者

と
し
て
の
成
果
を
誇
る
こ
と

を
避
け
て
い
た
。

戯
作
は
江
戸
時
代
を
中
心

に
栄
え
た
都
市
文
芸
で
、
出

版
文
化
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
育

ま
れ
た
商
品
と
し
て
の
特
性

を
持
っ
て
い
る
。
広
く
大
衆

に
愛
さ
れ
た
書
物
で
、
現
代

の
書
店
店
頭
に
並
ぶ
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
に
通

じ
る
。

向
井
さ
ん
が
丹
精
込
め
た

和
本
の
数
々
は
、
専
修
大
学

に
移
譲
さ
れ
た
。
書
物
が
広

く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

だ
同
氏
の
志
が
、
新
し
い
場

を
得
て
次
世
代
へ
受
け
継
が

れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

専
修
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
江
戸
時
代
後
期
小
説
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
「
向
井
家
江
戸
期
和
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
４
０
０
０
点
に
上

る
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
。
集
め
た
の
は
在
野
の
江
戸
戯
作
文
学
収
集
家
の
故
向

井
信
夫
さ
ん
で
あ
る
。

「
向
井
家
江
戸
期
和
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
向
井
さ
ん
に
関
し
て
は
、
専
修

大
学
図
書
館
特
別
展「
二
つ
の
モ
ダ
ー
ン
」∥
１
面
記
事
∥
の
記
念
講
演
会
で
、

板
坂
則
子
文
学
部
教
授
が
紹
介
し
た
。
板
坂
教
授
は
向
井
さ
ん
と
生
前
親
交
が

あ
り
、
ぼ
う
大
な
本
の
整
理
に
か
か
わ
っ
た
。

専
修
大
学
図
書
館
特
別
展

「
二
つ
の
モ
ダ
ー
ン
」
講
演

会
「
江
戸
文
化
、
戯
作
へ
の

誘
い
」
で
は
、
板
坂
教
授
の

ゼ
ミ
生
や
文
学
研
究
科
の
大

学
院
生
が
活
躍
し
た
。
メ
ン

バ
ー
が
作
成
し
た
ブ
ロ
グ
で

紹
介
し
た
り
独
自
の
チ
ラ
シ

で
宣
伝
活
動
を
行
い
、
展
示

資
料
や
装
飾
作
成
に
励
み
、

展
覧
会
を
盛
り
上
げ
た
。

講
演
会
休
憩
時
間
に
行
わ

れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
井
黒
佳
穂
子
さ
ん
（
博

士

後

期

課

程
）
が
展
示

の
大
判
錦
絵

・
全
１
０
０

枚

「

月

百

姿
」
（
月
岡

芳
年
）
の
見

所
を
解
説
し

た
。イ

ン
ド
の

留
学
生
で
松

尾
芭
蕉
を
研

究
し
て
い
る

モ
ハ
ッ
マ
ド
・
イ
ム
ラ
ン
さ

ん
（
修
士
１
）
は
「
文
学
や

文
化
は
、
人
と
人
と
を
つ
な

げ
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
特
別
展
は
、
素

晴
ら
し
い
役
割
を
担
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

板
坂
ゼ
ミ
生
は
以
下
の
通

り
∥
敬
称
略
。

▽
鈴
木
萌
花
▽
竹
内
彩
▽

竹
本
恵
子
（
以
上
２
年
次
）

▽
川
中
麻
衣
子
▽
上
妻
絵
理

香
▽
桜
内
美
穂
▽
関
真
奈
美

▽
原
田
梨
穂
▽
藤
原
紗
織

（
以
上
３
年
次
）
▽
上
田
直

哉
（
４
年
次
）
▽
木
村
薫
▽

星
野
沙
織
（
以
上
修
士
課
程

１
年
次
）
▽
滝
本
浩
史
▽
安

岡
充
令
（
以
上
博
士
後
期
課

程
）

専
修
大
学
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
経
済
教
育
学

の
先
駆
者
で
あ
る
駒
井
重
格
（
１
８
５
３
～
１
９
０

１
）
の
企
画
展
「
駒
井
重
格
の
軌
跡
」
が
１２
月
１２
日
か

ら
三
重
県
の
桑
名
市
博
物
館
で
始
ま
っ
た
（
１
月
２４
日

〈
日
〉
ま
で
）。駒

井
は
旧
桑
名
藩
主
に
同
行
し
て
米
国

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
に
留
学
。
明
治
１２
（
１

８
７
９
）
年
に
帰
国
し
た
翌
年
、
専
修
学

校
（
現
・
専
修
大
学
）
を
相
馬
永
胤
、
田

尻
稲
次
郎
、
目
賀
田
種
太
郎
ら
と
と
も
に

開
学
し
た
。
そ
の
後
、
高
等
商
業
学
校（
現

・
一
橋
大
学
）
の
校
長
に
就
任
。
名
校
長

と
謳
わ
れ
た
。

本
学
、
桑
名
市
博
物
館
、
一
橋
大
学
が

共
同
で
企
画
し
た
本
企
画
展
で
は
、
駒
井

の
４８
年
間
の
軌
跡
を
追
い
、
近
代
日
本
の

経
済
学
教
育
に
尽
く
し
た
駒
井
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
関
連
す
る
書
簡
、
書
籍
、

写
真
な
ど
１
０
０
点
以
上
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

後
の
首
相
・
若
槻
礼
次
郎
が
駒
井
重
格

に
寄
せ
た
手
紙
な
ど
貴
重
な
も
の
も
あ
る
。

来
年
１
月
に
は
記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
３
講
師
を
迎
え
開
催
さ
れ
る
。

▽
日
時
・
１
月
９
日
（
土
）
１３
時
３０
分
～

１６
時
３０
分

▽
会
場
・
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
多
目

的
ホ
ー
ル

▽
講
演
者
と
タ
イ
ト
ル
・
西
羽
晃
（
桑
名

市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）
「
桑
名
藩

士
と
し
て
の
駒
井
重
格
」／
永
江
雅
和（
専

修
大
学
経
済
学
部
教
授
）
「
専
修
大
学
と

駒
井
重
格
」／
西
沢
保（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
）

「
一
橋
大
学
と
駒
井
重
格
」

▽
司
会
・
青
木
美
智
男
（
専
修
大
学
史
編
集
主
幹
）

企
画
展
の
問
い
合
わ
せ
は
大
学
史
資
料
課
☎
０３
・
３

２
６
５
・
５
８
７
９

▲ 図書館特別展で向井コレクションの和本

を手に解説する板坂教授＝１１月２１日

江戸戯作４０００点が本学図書館に
読本、草双紙…初版本や希覯本も

▲ 図書館特別展であいさつする

日髙義博理事長・学長＝１１月

１７日、東京芸術劇場

１
月
に
本
学
教
授
ら
で

講
演
会
・
シ
ン
ポ
開
催

▲ 駒井重格講述『経済要論』

宣
伝
活
動
な
ど
で
活
躍
図
書
館
特
別
展

文
学
研
究
科
の
院
生
・
板
坂
ゼ
ミ
生

▶

「
椿
説
弓
張
月
」の
ほ
か
馬
琴
の
読
本

▲ ギャラリートークで来場者

に説明する井黒さん＝右

▶

幕
末
期
合
巻
の
代
表
作
「
白
縫
譚
」

▶

自
宅
の
書
斎
で
の
向
井
信
夫
さ
ん
∥
９３
年
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